
ギャラリー

1 歳月不待人 書

2 延寿 書

3 忘己利他 刻字

4 桜 只是自然　自然全人 画・書

5 古墨和雲写舊山 刻字

6
禄是慎言得之
多言失禄

書

7 洗心 書

8 きすげの花
長林雨過ぎ
山翠沐するが如し

画・書

9 あじさい

夏初仙境緑陰稠
飛燕雲影収一眸
奇絶石泉明睸景
同行閑歩意悠々

画・詩 自詠詩

10 夢 書

11 山中白雲 刻字

12 寿昌萬々歳 刻字

13 春如海 書

14 蘭花 延寿長相思 画・書

15

雨霽清風香竹邉
新茶庭園煮清泉
林荘晝静鴬語老
垂柳淡濃濛似烟
薫風満池緑陰成
蜀鳥天涯三兩聲
晝静晴窓心気爽
麦秋換景乱山横

画・詩 自詠詩

16
薫風満地緑陰成
蜀鳥天涯三両聲

画・詩 自詠詩

17 並肩同歩 刻字

18 農魂 書

19 初心不可忘 刻字

20 雨過天青
戌子七月二十三日
是れ家内の眼の検査の日也、無事を祈り壺に
蓮華一輪をさして写す

画・書

21 麗 刻字

22 えび 福徳長寿 画・書

23 強其骨 書

　　　【会期】　令和６年６月１５日（土） ～ ９月２３日（月・祝）　　　　
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企画展示室

24
心術求不愧于天地
言行留好様與子孫

刻字

25
禄是慎言得之
多言失禄

刻字

26 ポインセチア 延年益寿 画・書

27 不若力田　獲寿保年 刻字

28
近水晩愈碧
遠山秋未黄

刻字

29 初見一雄自画像 画・詩 個人蔵

30 牡丹

平安無事
富貴昌宜
眉寿延年
與天無極

画・詩
自詠詩
郷土館ミューズ蔵

31 看華臨水心無事 書

32 人生如逆旅 書

33
断而敢行
鬼神避之

書

34
金石千秋傳
子孫萬代健

書

35 鶏頭華 古城秋色即事 画・詩 自詠詩

36 交河故城 交河故城即事 画・詩 自詠詩

37 得失両開顔 刻字

38 法書名画　宿世良朋 刻字

39 筑波みかん

豊穣水村萬頃黄
新秋古壘近重陽
野風垂柳晩霞麗
緩歩眸中天地涼

画・詩 自詠詩

40 開心見誠 書

41
青山歴々樹重々
寺在雲深千佛峰

画・詩 自詠詩

42
追摹古人
別出新意

刻字

43 雲烟の張家界

崢嶸青壁緑愔々
風冷峡谷一径深
神爽絶景山鳥叫
遊魂携友望遥岑

画・詩 自詠詩

44 寿成 書

45 えびの図
長堤一路冶遊時
錦浪溶々春色浮

画・詩 自詠詩

46
振衣千仭岡
濯足萬里流

刻字

47 般若心経 刻字

作　品　名



展示室２

48 日々是好日 書

49 吉祥草仁寿花 書

50 萬歳萬歳萬萬歳 書

51 平安無事 書

52 竹里館 （王維詩） 書

53 峨眉山月歌 （李白詩） 書

54 房総勝遊三首
霊境房総試勝遊　仙寰幽径緑陰稠
苔碑寂寞千年跡　登盡彌山雲影流　（略）

書・詩 自詠詩

55 韓国道中即事
興亡如夢跡茫々　旗影乱鴉萬恨長
片石古苔陰雨下　啾々寂々野華香

書・詩 自詠詩

56 木蓮 春景即事 画・詩 自詠詩

57 垂柳游魚之図 垂柳游魚 画・詩 自詠詩

58 海老根 逆井城春景即事 画・詩 自詠詩

59 花桃（白） 逆井城春景即事 画・詩 自詠詩

60 あやめ 初夏 画・詩 自詠詩

61 紫牡丹 麦秋即事 画・詩 自詠詩

62 アリーム 遠雷 画・詩 自詠詩

63 山葡萄 深秋即事 画・詩 自詠詩

64 黄山 黄山行 画・詩 自詠詩

65 桜対聯 春景即事 画・詩 自詠詩

66 龍跳天門虎卧鳳閣 刻字

67 看華臨水 刻字

68 嘨志歌懐 刻字

69 光風霽月 書

70 光風霽月 刻字

71 木鶏 刻字

72 夢中夢 刻字

73 心與白雲間 刻字

74 無 刻字

75
 壮而学即老而不衰
 老而学即死而不朽

　（『言志四録』） 刻字 郷土館ミューズ蔵

76 物常聚于所好 刻字

77 筆歌墨舞 刻字

78 日壮 刻字

79 日壮 書（書稿）

80 見一八十八 篆刻

81 半聾四一人 篆刻

82 一雄信印日利長寿 篆刻

83 延寿 篆刻

84 無藭 篆刻
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展示室２

85 蓮花仏印 篆刻

86 六仏印 篆刻

87 初見一雄・初見一　ほか 篆刻（５点）

88 清流無間断 篆刻

89 碧樹不曾凋 篆刻

90 追摹個人得髙趣 篆刻

91 初見一八十八以後作 篆刻

92 日新會 篆刻

93 安古盧 篆刻

94 安古盧・安古盧主 篆刻

ロビー

95 干支文字切手 平成20年（2008） 子年 記念切手 色紙・額装 個人蔵

作品名

作　品　名

６６．龍跳天門虎卧鳳閣

６０．あやめ

８８．清流無間断 ８９．碧樹不曾凋

清流間断無く 碧樹（へきじゅ）曾（かつ）て凋（しぼ）まず

『嘉泰普灯録』

「活動するものは常に新鮮なりの意。

不断の努力修行をいふ」（禅語字彙）


